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令和５年度 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョンの主な修正内容について 

 

ビジョン掲載ページ 修正前 修整後 

【表紙及び裏面】 播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン改定版 

（令和５年３月） 

第２期播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン改定版 

令和６年（2024 年）３月 

Ⅱ 連携中枢都市圏

の中長期的な将来像 

（P4～P31） 

 社人研の人口推計（R5.12 発表）の反映など、一

部統計データ等の更新 

Ⅲ 連携協約に基づ

き推進する具体的取

組 

２ 進行管理 

(3) 進捗管理指標の

設定 

（P36） 

 

連携事業名 進捗管理指標 

25．新型インフルエン

ザ等の予防対策

と医療機関受診

に関する連携 

協議実績 

 

連携事業名 進捗管理指標 

25．新型インフルエン

ザ等の予防対策

と医療機関受診

に関する連携 

協議実績 

救急医療電話相談（小

児）の応答率（全入電

件数に対して相談員

が対応した件数の割

合） 

３ 連携事業 

（２）具体的取組 

（P40～P98） 

 ・【関係市町】を一覧表形式に変更 

・事業費、進捗管理指標等の時点更新 

連携事業５ 

「ものづくり支援」 

（P45） 

 

【事業概要】 

姫路ものづくり支援センターなどを通じて、圏

域内の企業のものづくりを支援する各種事業を

実施する。 

（略） 

◯IT 活用に関する技術相談への対応 

◯ものづくり×デザイン・ブランディング支援

事業 

【事業概要】 

姫路ものづくり支援センターなどを通じて、圏

域内の企業のものづくりを支援する各種事業を

実施する。 

（略） 

◯IT 活用に関する技術相談への対応 

連携事業１１ 

「「播磨地域ブラン

ド」の確立」 

（P51） 

【事業概要】 

「醸造」を主軸としたブランディング「醸す造

る播磨」プロジェクトを実施し、醸造よりその

効果を波及させ、播磨地域の特産品全体のブラ

ンド化、付加価値の向上を目指す。 

◯オフィシャル Web サイトの充実（醸造事業者

ページの充実、連携市町の紹介ページの作成な

ど） 

◯地域醸造のガイドブック作成、配布 

◯醸造をテーマとした食科学セミナーの開催 

【事業概要】 

農水産品等をはじめとする播磨地域の地場産品

のブランド化、付加価値の向上を目指す。 

◯オフィシャル Web サイトの運用（醸造事業者

ページの充実、連携市町の紹介ページの作成な

ど） 

◯地域醸造のガイドブック作成、配布 

◯「はりまの酒」GI 取得後の PR 

 

 

資料６ 
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【連携効果】 

「醸造」を主軸として統一感をもってＰＲする

ことで、播磨の地場産品および産地のブランド

力強化が期待できる。 

【連携効果】 

「醸造」を中心に農水産品等をＰＲすることで、

播磨の地場産品および産地のブランド力強化が

期待できる。 

連携事業２５ 

「新型インフルエン

ザ等の予防対策と医

療機関受診に関する

連携」 

（P65） 

 救急医療電話相談事業の追加により、下記の文

言をそれぞれ追加。 

【事業概要】 

○救急医療電話相談 

 

【連携効果】 

救急医療電話相談を圏域内で行うことにより、

医療機関の適切な受診を促し、患者や家族の不

安解消につながる。 

 

【役割分担の考え方】 

姫路市：救急医療電話相談事業の体制を整備す

る。 

連携市町：救急医療電話相談事業に必要な財政

的支援。 

 

【費用負担の考え方】 

救急医療電話相談事業に係る費用は、姫路市と

連携市町が負担する。 

 

【進捗管理指標】 

救急医療電話相談（小児）の応答率（全入電件

数に対して相談員が対応した件数の割合） 

連携事業４１ 

「自然災害等対策」 

（P） 

 防火管理者講習のオンライン化・広域運用の推

進事業の追加により、下記の文言をそれぞれ追

加。 

【事業概要】 

各消防本部等で実施する防火管理者講習のオン

ライン化・広域運用を推進する。 

 

【連携効果】 

講習のオンライン化・圏域内での共同開催を行

うことにより、財政・事務的負担を軽減すると

ともに、受講者の利便性向上が図られる。 
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【役割分担の考え方】 

姫路市：また、オンライン講習の開催、システ

ムの運用・管理等を行う。 

連携市町：また、オンライン講習の周知・広域

運用に係る事務に協力する。 

 

【費用負担の考え方】 

防火管理者講習のオンライン化・広域運用に係

る費用：導入に係る費用は姫路市が負担し、受

講者数（アカウント数）に応じた費用は各市町

が負担する。 

連携事業４４ 

「環境意識の啓発」 

（P86） 

【事業概要】 

圏域住民の環境意識の向上や脱炭素社会・水素

社会の実現につなげるため、各種啓発事業等に

取り組むとともに、連携市町の取組について、

情報交換を行う。 

◯環境学習などの環境イベントにおける連携 

◯食品ロス削減運動の推進 

◯水素ステーションの設置促進、燃料電池自動

車・電気自動車の普及促進 

◯蓄電池システム普及促進、脱炭素セミナーの

開催 

【事業概要】 

圏域住民の環境意識の向上や脱炭素社会・水素

社会の実現につなげるため、播磨圏域一体とな

って各種啓発事業等に取り組むとともに、連携

市町の取組について、情報交換を行う。 

◯食品ロス削減運動の推進 

◯水素ステーションの設置促進、燃料電池自動

車・電気自動車の普及促進 

◯蓄電池システム普及促進 

○脱炭素セミナー・環境学習イベントなどによ

る環境意識の啓発活動 

連携事業５５ 

「新たな連携事業の

検討」 

（P97） 

【連携事業】 

連携市町の連携体制を構築し、下記の取組の連

携事業化に向けた協議・検討を行う。 

○ICT を活用した認知症高齢者や児童等を対象

とする見守りサービスの実施 

○圏域内における播磨産木材の加工・流通シス

テムの構築 

 

【連携事業】 

播磨圏域における先進的かつ効果的な取組につ

いて調査・研究するとともに、連携市町の連携

体制を構築し、下記の取組の連携事業化に向け

た協議・検討を行う。 

◯ICT を活用した医療・介護などの地域包括ケア

資源の共有 

◯圏域内における播磨産木材の加工・流通シス

テムの構築 

◯防火管理者講習のオンライン化・広域運用の

推進（再掲） 

Ⅳ 参考資料 

（P100～111） 

 掲載データの更新 

 

 


